






● 交通量が多い地域：葛西橋高欄／東京都　昭和38年設置→令和8年撮影（63年経過）

● 塩害地域：追直漁港護岸高欄／北海道　平成21年設置→令和8年撮影（17年経過）

※満潮時に海水に浸かった環境

アルマイト処理製品の施工例

　陽極酸化皮膜（アルマイト）に電着塗装を施したアルミニウム独自の表面処理方法で、アルミニ
ウムの金属色を最も美しく引き出す仕様として、ビル建材から土木施設製品にいたるまで幅広く
利用されています。この着色方法は他の染料による染色とは機構が全く異なる着色法であるため、
変色したり、剥げたりすることはありません。色調は落ち着いたブロンズ系で、淡色から濃色まで
の広い範囲に対応しています。自動表面処理施設を使用して量産しますので、安定した高品質が
保証されています。また、極めて高いつきまわり性、密着性及び塗膜硬度がありJIS H8602の規格
値を十分に満足している表面処理です。

アルミ合金製品の表面処理と耐食性

　酸化皮膜は、電解液の中にアルミニウムを入れ、これを陽極として弱い電気を流すことで表面に
生成されます。また、再度金属塩を含む電解液中で電解すると、酸化皮膜の表面に空いているたく
さんの小さな穴（直径0.01～0.05μｍ、60～800個／μ㎡）に金属酸化物が析出し、特有の色味を
得ることができます。
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陽極酸化塗装複合皮膜とは

陽極酸化塗装複合皮膜の生成について

アルミニウム合金土木構造物の
　　　　　　　　　　　　　　高い耐久性・耐食性を実証

出典：アルミ景観製品ニュース No.30 2018年５月発行　（一社）日本アルミニウム協会 土木製品開発委員会より

◆ 金慶橋

　「金慶橋」は、１９６１年（昭和３６年）６月に本邦初の全溶接アルミニウム橋梁として、芦有開発
株式会社（現芦有ドライブウェイ株式会社）により兵庫県芦屋市と有馬温泉を結ぶ芦屋─有馬間
有料道路に架橋されました。道路橋として橋桁部に鉄鋼以外の金属材料が使用されたわが国唯
一の例であり、アルミニウム合金の溶接など当時の最新技術が使用されています。設計施工にあ
たっては、当時のアルミニウム関係企業と研究者が多数参画しました。橋桁部は、アルミニウム合
金の高耐食性が発揮され、健全な状態が維持されています。
　施工後５６年が経過した2017年（平成２９年）には、構造用強度材としてアルミニウム合金が
使用された貴重な遺産として公益社団法人土木学会により「選奨土木遺産」に認定されました。
　なお、「金慶橋」の名称は、芦有開発株式会社の初代社長「金井慶二」氏の姓と名より各一字が採
られて命名されました。

『金慶橋』 が土木学会選奨土木遺産に認定されました。
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